
Ⅰ．日 時 

Ⅱ．場  所  

教育研究評議会（第２４６回）議事要旨

２０２４年（令和６年）７月２３日（火）１３：００～ １４ : ０８ 

オンライン形式（Zoom）

Ⅲ．出席者：林学長、木下理事・事務局長、青山理事、成瀬理事、中山副学長、篠原副学長、春名 

副学長、菊池副学長、鈴木（義）大学院総合国際学研究科長・研究院長、川村大学院 

国際日本学研究院長・国際日本学部長、三宅言語文化学部長、千葉国際社会学部長、 

近藤アジア・アフリカ言語文化研究所長、青山（弘）大学院総合国際学研究院副研究 

院長、久野言語文化学部副学部長、加藤国際社会学部副学部長、友常国際日本学部副 

学部長、 

（合計 １７ 名） 

陪席者：柄監事、渡部監事 他 

Ⅳ．資  料  

１. 教育研究評議会（第 245回）議事要旨（案）

２. 国立大学法人東京外国語大学学際研究共創センター規程改正（案）

３. ＴＵＦＳフィールドサイエンスコモンズの組織及び運営に関する規程改正（案）

４. 国立大学法人東京外国語大学と独立行政法人国際交流基金日本語センターとの間におけ

る施設利用に関する覚書（案）

５. 国立大学法人東京外国語大学における研究インテグリティの確保に関する基本方針（案）

ほか一式

６. スーパーグローバル大学創生支援事業事後評価調書（案）

７. 大学の世界展開力強化事業（令和元年度採択）事後評価調書（案）

８. 世界展開力事業（米国等）担当教員募集要項（案）、選考委員会（案）、選考日程（案） 

９. 2024(令和 6)年度学年暦（案）

１０. 大学間等国際学術交流協定の新規締結・更新等について

１１. 言語文化学部生の懲戒について

１２. 研究インテグリティの確保について

○第 245回の教育研究評議会の議事内容について、資料１により、確認した。

Ⅴ．議  題  

＜審議事項＞ 

１. 学際研究共創センター規程の改正について【中山副学長】

中山副学長より、資料２に基づき、学際研究共創センター規程の改正について説明があ

り、審議の結果、これを承認した。 

２. ＴＵＦＳフィールドサイエンスコモンズの組織及び運営に関する規程の改正について

【中山副学長】

中山副学長より、資料３に基づき、ＴＵＦＳフィールドサイエンスコモンズの組織及び

運営に関する規程の改正について説明があり、審議の結果、これを承認した。

３. 独立行政法人国際交流基金日本語センターとの間における施設利用に関する覚書

【春名副学長】

春名副学長より、資料４に基づき、独立行政法人国際交流基金日本語センターとの間に

おける施設利用に関する覚書について説明があり、審議の結果、これを承認した。



 

４.研究インテグリティの確保について【中山副学長】 

  中山副学長より、資料５に基づき、研究インテグリティの確保について説明があり、 

審議の結果、これを承認した。 

 

５.スーパーグローバル大学創生支援事業事後評価について【春名副学長】 

 春名副学長より、資料６に基づき、スーパーグローバル大学創生支援事業事後評価につい

て説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

６.大学の世界展開力強化事業（EU）事後評価について【篠原副学長】 

 篠原副学長より、資料７に基づき、大学の世界展開力強化事業（EU）事後評価について説

明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

７.世界展開力事業（米国等）担当教員の募集について【篠原世界言語社会教育センター長】 

 篠原世界言語社会教育センター長より、資料８に基づき、世界展開力事業（米国等）担当

教員の募集について説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

８.2024(令和 6)年度学年暦について【篠原副学長】 

 篠原副学長より、資料９に基づき、2024(令和 6)年度学年暦について説明があり、審議の

結果、これを承認した。 

 

９.大学間等国際学術交流協定の新規締結・更新等について【春名副学長】 

【新規】マドリード自治大学（スペイン） 

 【更新】ガジャマダ大学 (インドネシア) 

マンチェスター大学 （英国） 

ライデン大学 （オランダ） 

インスティトゥト・セルバンテス(スペイン) 

     春名副学長より、資料１０に基づき、大学間等国際学術交流協定の新規締結・更新等について説 

明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

10．言語文化学部生の懲戒について【三宅学部長】 

  三宅学部長より、資料１１に基づき、言語文化学部生の懲戒について説明があり、審議の 

結果、これを承認した。 

 

 

＜報告事項＞ 

１．研究倫理教育及びコンプライアンス教育の実施について【林学長】【中山副学長】 

林学長及び中山副学長より、資料 12 に基づき、研究倫理教育及びコンプライアンス教育の

実施について報告があった。 

 


